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今年度（令和7年度）下水道技術開発会議の検討課題

2

活動の柱①「技術ニーズの把握と発信」 （P.3）
・各種会議（本省、地方）の議題調査
・課題解決技術支援ツール（試行版）の改良・更新

活動の柱②「技術シーズの把握と発信」 （P.4）
・AB-Cross等のテーマ等の募集
・上下水道科学研究費補助金の研究提案公募

・必要に応じ、ロードマップの改定や技術シーズ調査を実施

活動の柱③「ニーズとシーズの架け橋」（P.5）
・課題解決技術支援ツール（試行版）の改良・更新【再掲】
・新技術の導入促進に向けた課題解決策の検討・整理
・情報提供や意見交換を通じた新技術導入促進

活動の柱④「国などの技術情報の共有」（P.6）
・B-DASH,AB-Cross等の各技術の情報発信（普及展開状況調査、技術情報資料の作成・更新）

活動の柱⑤「地方の技術開発・技術導入の支援」（P.7）
・令和６年能登半島地震での被害や人口減少地域の特性を踏まえたAB-Crossでの技術開発等

活動の柱⑥「技術開発の戦略・方針の提示」（P.7）
・ロードマップ改定の必要性の検討

・ロードマップ重点課題の検討
・今後の技術ビジョンのあり方の検討



下水道技術開発会議 （令和７年度第1回会議 2025.7.18）

3

活動の柱①「技術ニーズの把握と発信」

○各種会議（本省・地方）の議題調査（技術的課題、技術情報等）

下水道主管課長会議

下水道技術開発連絡会議

大都市下水道計画研究会

下水道研究会議

等の提案議題を対象に情報収集を実施

○課題解決技術支援ツール（試行版）の改良・更新

Ｒ７年度も文献調査等を行い、必要に応じて改良・更新を行う。

今年度の取組方針 #１
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活動の柱②「技術シーズの把握と発信」
○AB-Cross等の技術提案の募集（Ｒ８年度公募分）

AB-Cross（上下水道一体革新的技術実証）のテーマ等の募集（参考資料５）
・技術の熟度に応じて以下の4段階の公募分類で技術テーマを募集
公募①-1 : AB-Cross実規模実証テーマ（革新的技術）

⇒直ちに実規模で実証できる段階にあり、下水道事業に新たな付加価値を創造するなどの革新性の高
い技術

公募①-2 : AB-Cross実規模実証テーマ（普及推進技術）
⇒有効技術であるものの、現状その普及展開が十分でないが、適用性の拡大、性能向上等の改善また
は普及展開上の技術課題解決によって、更なる普及展開が期待され、下水道事業の効率化に資す
る技術

公募②： AB-Cross FS調査テーマ
⇒ 1～2 年の FS 調査実施後に、実規模実証へ移行可能な技術熟度で、導入効果などを含めた普及可能
性の検討や技術性能の確認を行う段階にある技術

公募③：中長期的な技術開発テーマ
⇒下水道技術ビジョンのロードマップに掲げられた技術開発項目のうち、概ね５～６年以内に AB-Cross 

FS 調査や他の研究開発事業（応用研究、上下水道科学研究費補助金、NEDO事業等）により実用化
研究の段階に到達することが見込まれる要素技術等が含まれるもの。
※下水道技術ビジョンのロードマップにおける該当技術開発項目等が無い場合についても応募可能

公募①及び公募②において特に提案を求める技術項目を提示
1. メンテナンスの高度化・メンテナビリティの向上・リダンダンシーの確保につながる技術
2. 老朽化対策・地震対策の効率化につながる技術
3. 省エネや創エネなど脱炭素化につながる技術

今年度の取組方針 #２
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活動の柱③「ニーズとシーズの架け橋」

○課題解決技術支援ツール（試行版）の改良・更新 【再掲】
R7年度も文献調査等を行い、必要に応じて改良・更新を行う。

○新技術の導入促進に向けた課題解決策の検討・整理（資料５）

○情報提供や意見交換を通じた新技術導入促進

下水道展におけるB-DASH技術等の新技術に関する情報提供
（国交省ブース、各社B-DASH・AB-Cross技術展示等）

Geマッチングの取り組みの推進（下水道協会）

産・学・ＪＳ等との意見交換等を通じた新技術導入促進策の検討

今年度の取組方針 #３
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活動の柱④「国などの技術情報の共有」

○B-DASH、AB-Cross等の各技術の情報発信

B-DASH技術の普及展開状況調査（資料２）

B-DASHガイドライン説明会開催(下水道展’25大阪 国交省ブース内)

B-DASHガイドラインのフォローアップ

B-DASH技術情報資料の作成・更新
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今年度の取組方針 #４

B-DASH技術導入ガイドラインのポイン
ト （適用施設規模、技術分野、適用範

囲、導入効果及び導入時の留意点、
導入事例等）をまとめた技術情報資
料の更新

https://www.nilim.go.jp/lab/ecg/bdash/bdash.htm
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活動の柱⑤「地方の技術開発・技術導入の支援」

○地方都市における技術開発及び技術導入を支援するための取組

令和６年能登半島地震での被害や人口減少地域の特性を踏まえた
AB-Crossでの技術開発等

活動の柱⑥「技術開発の戦略・方針の提示」

○ロードマップのフォローアップ

ロードマップの改定の必要性の検討

○重点化して実施すべき技術開発テーマの提示

ロードマップ重点課題の検討（資料６）

○今後の技術ビジョンのあり方の検討

今年度の取組方針 #５


